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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内周側にスピーカーを収容するフレームと、
　該フレームの外周前面側から突出するフランジと、
　該フレームの前面から背面に貫通し、かつ、該フレームの背面側で取付脚の一端側に略
円筒状貫通孔として樹脂成形された軸受部に係合する金属製のタッピンネジと、
　該ネジの回転により該取付脚の他端側を、該ネジの軸方向へ移動し、並びに、該ネジの
回転方向へ扇動し、該フレームの外周背面側から突出して該フランジに対向して取付板を
狭持する、もしくは、該フレームの背面側に収容する該取付脚と、
　該ネジの回転による該取付脚の移動並びに扇動を規制するガイド部と、
を備える、埋込型スピーカー取付装置であって、
　該ガイド部が、該取付脚を該フレームの外周背面側から突出させて該ネジの軸方向へ移
動させる突出規制部と、該取付脚を該フレームの背面側に収容する収容規制部とを備え、
　該収容規制部が、該タッピンネジのフレーム背面側の端部に設けられ、かつ、該取付脚
が有する平面と衝突する傾斜面を備えるネジ端規制部材と、該取付脚が有する該ネジ端規
制部材に衝突する平面と、を備え、
　該タッピンネジのネジ山が、傾いた該取付脚の該略円筒状貫通孔のネジ山に係合する、
埋込型スピーカー取付装置。
【請求項２】
　前記ネジ端規制部材が、前記タッピンネジと異なるネジピッチを有するナットであり、



(2) JP 4161995 B2 2008.10.8

10

20

30

40

50

前記タッピンネジのフレーム背面側の端部に該ナットの座面を傾けて取り付けられている
、
請求項１に記載の埋込型スピーカー取付装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の埋込型スピーカー取付装置と、該埋込型スピーカー取付装置
の前記フレームの内周側に収容されるスピーカーと、を備える、
埋込型スピーカー。
 
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、天井や壁面等の取付板にスピーカーを埋め込む場合に使用する埋込型スピー
カー取付装置およびこれを用いた埋込型スピーカーに関し、特に、ネジを回転させて突出
もしくは収容できる取付脚を備える埋込型スピーカー取付装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　天井や壁面等にスピーカーを埋め込む場合に、ネジを回転させて突出もしくは収容でき
る取付脚を備える埋込型スピーカー取付装置が使用されることがある。例えば、天井にス
ピーカーを取り付ける作業者は、天井板（取付板）に設けた取付孔に対して埋込型スピー
カー取付装置を埋め込み、その重量を支えながら前面側（すなわち室内側）からネジを回
転させると、背面側（すなわち天井側）で取付脚が扇動して突出し、取付脚がネジの軸方
向に移動してフランジと天井板を挟み込むことにより、簡易に取り付けが可能になる。ま
た、取り外す場合も、ネジを反対方向に回転することで、取付脚が移動してフランジと天
井板との挟み込みを開放し、そして取付脚が扇動して背面側に収容されて、簡易に取り外
しができる。
【０００３】
　従来には、作業者の作業効率を向上させるために、取付脚にコイルばねを設け、取付脚
とフランジとが、弾性的に天井板を挟み込むようにするものがある（特許文献１）。
【０００４】
【特許文献１】実公平７－３１６６７号公報　（第１図）
【０００５】
　また、従来には、埋込型スピーカー取付装置を作業しやすく、かつ、安価な構成とする
ために、取付脚を樹脂成形部材で形成し、ネジを金属製のタッピンネジとした埋込型スピ
ーカー取付装置が使用されることがある。タッピンネジはメートルネジよりもネジピッチ
が大きいので、ネジ１回転に伴う取付脚のネジの軸方向への移動距離が大きくなり、作業
者の作業効率が向上する利点がある。取付脚の軸受部は、樹脂成形された略円筒状貫通孔
として構成され、タッピンネジを螺合させることにより、内面側に螺旋状溝、つまり、ネ
ジ山が形成される。
【０００６】
　しかしながら、金属製のタッピンネジと樹脂製の取付脚との組み合わせでは、何回も取
り付け並びに取り外しを繰り返していると、樹脂成形された取付脚の軸受部がタッピンネ
ジの回転により摩耗して、内面側のネジ山が削られて、回転方向の係合が弱くなってしま
うことがある。その結果、ネジを回転しても取付脚が扇動せずに、取付脚が突出もしくは
収容しなくなる、という問題がある。すなわち、埋込型スピーカー取付装置のネジを回転
させても、金属製のタッピンネジと樹脂製の取付脚の軸受部がネジの回転方向に対して空
回りを起こし、突出もしくは収容が可能であるはずの位置に取付脚が移動しても突出もし
くは収容できず、その結果、何回も取り付け並びに取り外しを繰り返すスピーカーについ
て、取り付けられない、もしくは、取り外せないといった問題が生じる。
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上記の従来技術が有する問題を解決するためになされたものであり、その目
的は、何回も取り付け並びに取り外しを繰り返した埋込型スピーカー取付装置であっても
、ネジの回転により、取付脚を確実に突出もしくは収容できるようにして、取付の作業性
を改善した埋込型スピーカー取付装置およびこれを用いた埋込型スピーカーを提供するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の埋込型スピーカー取付装置は、内周側にスピーカーを収容するフレームと、フ
レームの外周前面側から突出するフランジと、フレームの前面から背面に貫通し、かつ、
フレームの背面側で取付脚の一端側に形成された軸受部に係合するネジと、ネジの回転に
より取付脚の他端側を、ネジの軸方向へ移動し、並びに、ネジの回転方向へ扇動し、フレ
ームの外周背面側から突出してフランジに対向して取付板を狭持する、もしくは、フレー
ムの背面側に収容する取付脚と、ネジの回転による取付脚の移動並びに扇動を規制するガ
イド部と、を備える、埋込型スピーカー取付装置であって、ガイド部が、取付脚をフレー
ムの外周背面側から突出させてネジの軸方向へ移動させる突出規制部と、取付脚をフレー
ムの背面側に収容することができる収容規制部とを備え、収容規制部が、ネジと取付脚の
軸受部とのネジの回転方向の係合が弱くて、取付脚が扇動しない場合に、ネジと取付脚の
軸受部とのネジの回転方向の係合を強める係合強化手段を備える。
【０００９】
　好ましくは、本発明の埋込型スピーカー取付装置は、ネジが、金属製のタッピンネジで
あり、取付脚の一端側に形成された軸受部が、樹脂成形された略円筒状貫通孔であり、収
容規制部の係合強化手段が、タッピンネジのフレーム背面側の端部に設けられ、かつ、取
付脚が有する平面と衝突する傾斜面を備えるネジ端規制部材と、取付脚が有するネジ端規
制部材に衝突する平面と、を備え、タッピンネジのネジ山が、傾いた取付脚の略円筒状貫
通孔のネジ山に係合する。
【００１０】
　好ましくは、本発明の埋込型スピーカー取付装置は、ネジ端規制部材が、タッピンネジ
と異なるネジピッチを有するナットであり、タッピンネジのフレーム背面側の端部にナッ
トの座面を傾けて取り付けられている。
【００１１】
　また、本発明の埋込型スピーカーは、上記のいずれかに記載の埋込型スピーカー取付装
置と、埋込型スピーカー取付装置のフレームの内周側に収容されるスピーカーと、を備え
る。
【００１２】
　以下、本発明の作用について説明する。
【００１３】
　本発明の埋込型スピーカー取付装置は、内周側にスピーカーを収容するフレームと、フ
レームの外周前面側から突出するフランジと、フレームの背面側に設けられる取付脚と、
をそなえる。この取付脚は、フレームの前面から背面に貫通するネジと、フレームの背面
側で取付脚の一端側に形成された軸受部において係合する。取付脚は、取付脚の移動並び
に扇動を規制するガイド部により規制され、ネジの回転により取付脚の他端側を、ネジの
軸方向へ移動し、並びに、ネジの回転方向へ扇動し、フレームの外周背面側から突出して
フランジに対向して天井板を狭持する、もしくは、フレームの背面側に収容する。したが
って、天井にスピーカーを取り付ける作業者は、天井板に設けた取付孔に対して埋込型ス
ピーカー取付装置を埋め込み、その重量を支えながら前面側からネジを回転することで、
埋込型スピーカーを簡易に取り付け、また、取り外しができる。
【００１４】
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　ガイド部は、取付脚をフレームの外周背面側から突出させてネジの軸方向へ移動させる
突出規制部と、取付脚をフレームの背面側に収容することができる収容規制部とを備える
。突出規制部では、取付脚は、ネジの回転に伴って移動するが、回転方向には突出する角
度を保持するように規制されており扇動しない。一方で、収容規制部では、取付脚は、ネ
ジの回転に伴って移動するとともに、回転方向には突出する角度からフレーム背面に収容
される角度まで扇動可能にされている。
【００１５】
　ここで、収容規制部は、ネジと取付脚の軸受部とのネジの回転方向の係合が弱くて、取
付脚が扇動しない場合に、ネジと取付脚の軸受部とのネジの回転方向の係合を強める係合
強化手段を備える。したがって、埋込型スピーカー取付装置を何回も取り付け並びに取り
外ししてネジの回転方向の係合が弱くなっても、再びネジの回転方向の係合を強く回復さ
せることができる。したがって、ネジを回転しても取付脚が扇動せずに、取付脚が突出も
しくは収容しなくなり、埋め込み型スピーカーを取り付けられない、もしくは、取り外せ
ないという問題を生じない。
【００１６】
　収容規制部の係合強化手段は、ネジが金属製のタッピンネジであり、取付脚の一端側に
形成された軸受部が樹脂成形された略円筒状貫通孔であるとすると、取付脚と衝突するこ
とによりタッピンネジの軸に対して傾ける突起もしくは衝突面を備える。つまり、ネジを
回転しても取付脚が扇動しない場合には、タッピンネジと取付脚の軸受部とのタッピンネ
ジの回転方向の係合が弱くなっていて、いわゆる空回りを起こしているので、収容規制部
の係合強化手段は、突起もしくは衝突面によって取付脚の軸受部をタッピンネジの軸に対
して傾けるようにする。傾けることで、タッピンネジのネジ山と取付脚の略円筒状貫通孔
のネジ山との接触面積が増大し、その結果、再びネジと取付脚との回転方向の係合が回復
し、取付脚が扇動する。
【００１７】
　具体的には、収容規制部の係合強化手段は、タッピンネジのフレーム背面側の端部に設
けられたネジ端規制部材と、取付脚が有するネジ端規制部材に衝突する面を含む部分と、
から構成される。収容規制部で回転方向の係合が弱くなって取付脚が扇動しない場合であ
っても、タッピンネジを取付脚が収容される方向に回転させ続けると、取付脚は、タッピ
ンネジの回転にともなってタッピンネジのフレーム背面側の端部まで軸方向に移動し、ネ
ジ端規制部材と衝突する。このとき、ネジ端規制部材と、取付脚が傾いた状態で衝突する
ので、その結果、再びネジと取付脚との回転方向の係合が回復し、取付脚が扇動してフレ
ーム背面に収容される。ネジ端規制部材は、タッピンネジと共に回転するので、ネジを反
対側へ回転させても回転方向の係合を失わない。したがって、埋込型スピーカー取付装置
を何回も取り付け並びに取り外ししてネジの回転方向の係合が弱くなっても、取り外せな
いという問題を生じない。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の埋込型スピーカー取付装置およびこれを用いた埋込型スピーカーは、何回も取
り付け並びに取り外しを繰り返した場合であっても、ネジの回転により、取付脚を確実に
突出もしくは収容できるようにして、取付の作業性を改善できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　本発明の埋込型スピーカー取付装置およびこれを用いた埋込型スピーカーは、何回も取
り付け並びに取り外しを繰り返した場合であっても、ネジの回転により、取付脚を確実に
突出もしくは収容できるようにするという目的を、ネジの回転による取付脚の移動並びに
扇動を規制するガイド部が、取付脚をフレームの外周背面側から突出させてネジの軸方向
へ移動させる突出規制部と、取付脚をフレームの背面側に収容することができる収容規制
部とを備え、収容規制部が、ネジと取付脚の軸受部とのネジの回転方向の係合が弱くて、
取付脚が扇動しない場合に、ネジと取付脚の軸受部とのネジの回転方向の係合を強める係
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合強化手段を備えるようにすることにより、実現した。
【００２０】
　以下、本発明の好ましい実施形態による埋込型スピーカー取付装置およびこれを用いた
埋込型スピーカーについて説明するが、本発明はこれらの実施形態には限定されない。
【実施例１】
【００２１】
　図１および図２は、本発明の好ましい実施形態による埋込型スピーカー１について説明
する図である。図１は埋込型スピーカー１についての斜視図であり、また、図２は天井板
２の取付孔に埋め込む使用形態を説明する図であり、図２（ａ）は側面図、図２（ｂ）は
底面図（つまり室内側から天井を見た図）である。埋込型スピーカー１は、タッピンネジ
２０を回転させて突出もしくは収容できる取付脚３０を備える埋込型スピーカー取付装置
を４カ所に設けたフレーム１０を含む。なお、図示した図２（ａ）において、取付脚３０
ａは収容した状態での取付脚であり、取付脚３０ｂは突出した状態での取付脚である。
【００２２】
　フレーム１０は、フレーム１０の外周前面側からフレーム１０の側面を形成する曲面１
９の外側へ突出するフランジ１１を有する略椀形状の筐体であり、樹脂射出成形により形
成される。フレーム１０は、埋込型スピーカー取付装置を備えると共に、取り付けるスピ
ーカーの音響容量を規定するキャビネットを構成する。図示したフレーム１０は、内周側
にバッフル板１２を介して高音域用スピーカー３と低音域用スピーカー４とを収容してお
り、低音域用スピーカー４の振動板の背面側に密閉空間を規定して、密閉型スピーカーを
構成している。フレーム１０の前面側には、高音域用スピーカー３と低音域用スピーカー
４の保護ならびに美観のための、通気性を有するパンチングネット５が設けられている。
また、フレーム１０の背面１３には、高音域用スピーカー３および低音域用スピーカー４
への音声信号を供給する接続端子６および７が設けられている。もちろん、埋込型スピー
カー１は、バスレフダクトを備えるバスレフ型スピーカーであってもよく、また、パンチ
ングネットならびに接続端子の形態は、本実施例に限定されるものではない。フレーム１
０は樹脂射出成形によるものに限られず、フレーム１０とフランジ１１とが別部品を組み
立てて構成してもよい。
【００２３】
　フレーム１０は、埋込型スピーカー取付装置を４カ所備え、それぞれに取付脚３０を収
容する凹空間１５が規定されている。凹空間１５は、フレーム１０の背面１３ならびに側
面側の曲面１９に設けられた凹状の空間であり、後述する取付脚３０の移動並びに扇動を
規制するガイド１６、１７および１８から形成されている。ガイド１６、１７および１８
は、凹空間１５の一部を規定する面と面とが交わる稜線である。また、凹空間１５には、
取付脚３０とともにタッピンネジ２０が収容され、フレーム１０の前面側から貫通する貫
通孔１４が連通している。なお、取付脚３０の移動とは、取付脚３０がタッピンネジ２０
の軸方向へ動くことをいい、また、取付脚３０の扇動とは、取付脚３０がタッピンネジ２
０の回転方向へ所定の角度にわたって回動することをいう。
【００２４】
　取付脚３０は、樹脂成形された略Ｌ字形状の構造を有し、その一端側にフランジ１１に
対向して天井板２を狭持する狭持部３１と、他端側に軸受部３２とを備える。略Ｌ字形状
の脚部は、狭持部３１側の梁と軸受部３２側の梁とから構成され、軸受部３２側の梁は、
フレーム背面側に平面３３と、フレーム前面側に平面３４とを有している。軸受部３２に
は、フレーム１０の貫通孔１４を前面から背面に貫通するタッピンネジ２０が係合する。
軸受部３２は、樹脂成形された略円筒状貫通孔として構成されており、タッピンネジ２０
を螺合させることにより、内面側にネジ山ならびに螺旋状溝が形成されている。
【００２５】
　タッピンネジ２０は、取付脚３０の軸受部３２に係合するとともに、フレーム１０の貫
通孔１４を貫通する。タッピンネジ２０は、ドライバー等の工具と係合するネジ頭２１を
備え、ネジ頭２１は、フレーム１０の前面側に現れている。一方で、タッピンネジ２０の
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他端２２には、取付脚３０の移動を規制するナット４０が取り付けられている。加えて、
ナット４０は、タッピンネジ２０と取付脚３０の軸受部３２とのタッピンネジ２０の回転
方向の係合が弱くて、取付脚３０が扇動しない場合に、タッピンネジ２０と取付脚３０の
軸受部３２とのタッピンネジ２０の回転方向の係合を強める係合強化手段を形成している
。例えば、タッピンネジ２０が（ネジの呼径）４の場合に、ナット４０がメートルネジに
対応する（ネジの呼径）Ｍ４ナットを取り付けると、ナット４０は、タッピンネジ２０に
対して約３～１０度傾いている。ナット４０の（図示しない）ネジ穴のネジピッチと、タ
ッピンネジ２０のネジピッチとが一致しないからであり、ナット４０は傾いて取り付けら
れる。なお、ナット４０は、後述する凹空間１５の収容規制部として規定される空間に配
置されており、タッピンネジ２０が回転するのに合わせて回転する。また、タッピンネジ
２０とナット４０とを確実に固定するために、接着剤を併用してもよい。
【００２６】
　タッピンネジ２０のネジ頭２１をドライバー等の工具により回転させると、取付脚３０
が移動並びに扇動するので、作業者は、簡易に天井板２に埋込型スピーカー１を取り付け
、また、取り外しができる。右ネジであるタッピンネジ２０のネジ頭２１を、フレーム１
０の前面側から（つまり室内側から）時計回り方向に廻した場合、取付脚３０には、Ｔ１
（つまり前面側）方向に移動し、また、Ｒ１（つまり突出）方向に扇動しようとする力が
作用する。反対に、タッピンネジ２０のネジ頭２１を、フレーム１０の前面側から（つま
り室内側から）反時計回り方向に廻した場合、取付脚３０には、Ｔ２（つまり背面側）方
向に移動し、また、Ｒ２（つまり収容）方向に扇動しようとする力が作用する。その結果
、取付脚３０は、フレーム１０の外周背面側から突出してフランジ１１に対向して天井板
２を狭持する、もしくは、フレーム１０の背面側に移動して収容される。なお、突出とは
、取付脚３０の一部分がフレーム１０の側面を形成する曲面１９の外側へ飛び出している
状態を指し、また、収容とは、取付脚３０の全部がフレーム１０の側面を形成する曲面１
９の内側の凹空間１５に収まり、その結果、フレーム１０ならびにフランジ１１の内側に
収まっている状態を指す。
【００２７】
　凹空間１５と、ガイド１６、１７および１８は、取付脚３０をフレーム１０の外周背面
側から突出させてタッピンネジ２０の軸方向へ移動させる突出規制部と、取付脚３０をフ
レーム１０の背面側に収容することができる収容規制部とを形成している。突出規制部は
、ガイド１８よりフレーム１０の前面側に位置するガイド１６および１７から規定される
。取付脚３０がＴ１方向に移動並びにＲ１方向に扇動して、軸受部３２側の梁のフレーム
前面側平面３４が、ガイド１６および１７の間に規定される凹空間に入り込むと、ガイド
１６および１７によって取付脚３０は突出した状態を維持し、扇動しない。したがって、
作業者は、タッピンネジ２０を時計方向に廻し続けることで、取付脚３０を突出させ、そ
して、天井板２を狭持させて、天井板２に埋込型スピーカー１を取り付けることができる
。
【００２８】
　また、一方で、収容規制部は、ガイド１８と、ガイド１８よりフレーム１０の背面側の
凹空間１５の一部分とから構成される。取付脚３０がＴ２方向に移動して、軸受部３２側
の梁のフレーム前面側平面３４が、ガイド１８よりフレーム１０の背面側に達すると、ガ
イド１６および１７から解放されて、取付脚３０はＲ２方向に扇動して、凹空間１５に収
容される。したがって、作業者は、タッピンネジ２０を反時計方向に廻し続けることで、
取付脚３０を収容させて、天井板２から埋込型スピーカー１を取り外すことができる。な
お、取付脚３０がＴ２方向に移動していくと、最後には、軸受部３２側の梁のフレーム背
面側平面３３と、ナット４０とが衝突するので、取付脚３０のＴ２方向への移動は制限さ
れる。
【００２９】
　埋込型スピーカー１の取り付けもしくは取り外しを繰り返した場合に、何回もタッピン
ネジ２０を回転させていると、樹脂で形成された取付脚３０の軸受部３２の内面がタッピ
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ンネジ２０の回転により摩耗して、内面側のネジ山が削られる。その結果、タッピンネジ
２０と取付脚３０との回転方向の係合が弱くなってしまい、取付脚３０は、タッピンネジ
２０の回転によりＴ１もしくはＴ２の軸方向に移動しても、収容規制部において取付脚３
０が扇動せずに、取付脚が突出もしくは収容しなくなる場合がある。タッピンネジ２０と
取付脚３０との回転方向の係合で作用する力よりも、取付脚３０の扇動の際に生じる他の
部品との摩擦力や、取付脚３０の自重による重力との総和の方が大きい場合である。この
場合、埋込型スピーカー１が、取り付けられない、もしくは、取り外せないといった問題
が生じるおそれがある。
【００３０】
　図３は、埋込型スピーカー取付装置について、タッピンネジ２０と取付脚３０の軸受部
３２とのタッピンネジ２０の回転方向の係合が弱くて、取付脚３０が扇動しない場合に作
動する係合強化手段、つまり、タッピンネジ２０の端部２２に傾けて取り付けられたナッ
ト４０の動作を説明する部分拡大図である。ナット４０は、タッピンネジ２０と取付脚３
０の軸受部３２とのタッピンネジ２０の回転方向の係合を強めることができる。上述の通
り、ナット４０のネジ穴方向を規定する軸線４１は、タッピンネジ２０の回転軸線２３に
対して約５度傾いているので、軸線４１に直角なナット４０の座面４２も約５度傾いてい
る。つまり、ナット４０は、座面４２を傾けたまま、タッピンネジ２０と共に回転する。
【００３１】
　図３（ａ）～（ｃ）は、何回も取り付け並びに取り外しを繰り返した埋込型スピーカー
１が天井板２に取り付けられていて、これを取り外そうとしている場合の動作を、順番に
説明する図である。最初に、図３（ａ）において、タッピンネジ２０のネジ頭２１をドラ
イバー等の工具により反時計方向に回転させると、取付脚３０がＴ２方向に移動して、軸
受部３２側の梁のフレーム前面側平面３４が、ガイド１８よりフレーム１０の背面側に達
し、ガイド１６および１７から解放されて収容可能になる。ここで、タッピンネジ２０と
取付脚３０との回転方向の係合で作用する力が弱いので、タッピンネジ２０のネジ頭２１
を回転させ続けると、取付脚３０は、Ｒ２方向に扇動せずに、つまり、凹空間１５に収容
されずにＴ２方向に移動する。
【００３２】
　つぎに、図３（ｂ）において、Ｔ２方向に移動した取付脚３０は、タッピンネジ２０の
端部２２に傾けて取り付けられたナット４０によって移動を制限される。このとき、Ｔ２
方向に移動させようとする力が軸受部３２において作用する一方で、取付脚３０の軸受部
３２側の梁のフレーム背面側平面３３と、ナット４０の傾いた座面４２とが衝突するので
、取付脚３０は全体として傾けられる。すなわち、取付脚３０の軸受部３２は、タッピン
ネジ２０の軸線２３に対して傾けられる。すると、タッピンネジ２０のネジ山と取付脚３
０の軸受部３２の略円筒状貫通孔のネジ山との接触面積が増大し、その結果、再びタッピ
ンネジ２０と取付脚３０との回転方向の係合が回復する。ナット４０が傾いているので、
取付脚３０とタッピンネジ２０とは強く噛み合った状態になり、確実に回転方向の係合を
強化することができる。
【００３３】
　さらに、図３（ｃ）において、再びタッピンネジ２０と取付脚３０との回転方向の係合
が回復すると、タッピンネジ２０のネジ頭２１をドライバー等の工具により反時計方向に
回転させれば、取付脚３０がＲ２方向に扇動を開始して、凹空間１５に収容される。取付
脚３０とタッピンネジ２０とは強く噛み合った状態が維持されている限り、タッピンネジ
２０のネジ頭２１を時計方向に回転させて、取付脚３０を突出させるようにＲ１方向に扇
動させることも可能になる。したがって、タッピンネジ２０の端部２２に傾けて取り付け
られたナット４０を設けることで、タッピンネジ２０の回転により、確実に取付脚３０を
突出もしくは収容させることができ、埋め込み型スピーカー１を取り付けもしくは取り外
しができる。
【００３４】
　また、図３（ｄ）は、何回も取り付け並びに取り外しを繰り返した埋込型スピーカー１
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を天井板２に取り付けようとしている場合を、説明する図である。取付脚３０は凹空間１
５に収容されているが、タッピンネジ２０と取付脚３０との回転方向の係合で作用する力
が弱くて、タッピンネジ２０のネジ頭２１をドライバー等の工具により時計方向に回転さ
せても、Ｒ１方向に突出しない場合に、タッピンネジ２０のネジ頭２１を反時計方向に回
転させ続け、取付脚３０がＴ２方向に移動させる。すると、Ｔ２方向に移動した取付脚３
０は、タッピンネジ２０の端部２２に傾けて取り付けられたナット４０によって移動を制
限され、その結果、上述の通り、再びタッピンネジ２０と取付脚３０との回転方向の係合
を回復する。したがって、タッピンネジ２０の回転により、確実に取付脚３０を突出もし
くは収容させることができる。
【００３５】
　収容規制部の係合強化手段は、タッピンネジ２０のフレーム１０の背面側の端側に設け
られた、上記のナット４０に限られない。ネジ端規制部材は、タッピンネジ２０の端部に
接着剤でネジロックされて取り付けられた樹脂成形の部品であって、タッピンネジ２０の
回転軸線２３に対して、直交しない平面をもつ部材であってもよい。取付脚３０が傾いた
状態でネジ端規制部材と衝突するので、その結果、再びタッピンネジ２０と取付脚３０と
の回転方向の係合が回復し、取付脚３０が扇動してフレーム１０の背面側の凹空間１５に
収容される。したがって、埋込型スピーカー１を何回も取り付け並びに取り外してタッピ
ンネジ２０の回転方向の係合が弱くなっても、埋込型スピーカー１を取り外せないという
問題を生じない。
【００３６】
　また、埋込型スピーカー取付装置は、略Ｌ字型の取付脚を備える場合に限らない。板状
もしくは羽状の取付脚であってもよい。また、タッピンネジの回転によって取付脚の移動
並びに扇動を規制するガイド部は、取付脚に衝突するリブや突起であってもよい。また、
収容規制部を形成する凹空間１５は、音響的なキャビネットを形成しない開放型のフレー
ムにおいては、フレームの背面側の開放空間で代用してもよい。
【産業上の利用可能性】
【００３７】
　本発明の埋込型スピーカー取付装置は、スピーカーのみならず、天井面や壁面に埋め込
む機器を取り付ける構造にも適用が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の好ましい実施形態による埋込型スピーカー１について説明する図である
。（実施例１）
【図２】本発明の好ましい実施形態による埋込型スピーカー１について説明する断面図で
ある。（実施例１）
【図３】本発明の好ましい実施形態による埋込型スピーカー１について説明する断面図で
ある。（実施例１）
【符号の説明】
【００３９】
１　　　　　　埋込型スピーカー
２　　　　　　天井板
３　　　　　　高音域用スピーカー
４　　　　　　低音域用スピーカー
５　　　　　　パンチングネット
６、７　　　　接続端子
１０　　　　　フレーム
１１　　　　　フランジ
１２　　　　　バッフル板
１３　　　　　背面
１４　　　　　貫通孔
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１５　　　　　凹空間
１６、１７、１８　　ガイド
１９　　　　　曲面
２０　　　　　タッピンネジ
２１　　　　　ネジ頭
３０　　　　　取付脚
３１　　　　　狭持部
３２　　　　　軸受部
４０　　　　　ナット
４２　　　　　座面

【図１】 【図２】
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